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第 240号  ⑩広 報 た か も り昭和54年 8月 1日昭和54年 8月 1日広 報 た か も り(1) 第 240号

滑
り
こ
け
　
ま
た
予
――ｌｉ
伎
て
噛
じ
る
胚

サ
ラ
金
　
マ
マ
の
虚
栄
が
大
い
か
し

重
さ
　
年
が
苦
に
な
る
孫
の
守
り

窓
　
格
Ｆ
に
明
治
残

ェ
と
る

重
さ
　
支
持
し
て
く
れ
た
二
百
票

滑
り
こ
け
　
マ
マ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
太
か
ろ
ぅ

滑
り
こ
け
　
ま
あ
だ
不
孝
の
続
き
お
る

窓
　
細
＝
に
ツ
パ
メ
見
送
ら
す

句

梅
雨
晴
間
蟹
の
横
切
る
沢
の
道

窓
に
吊
る
て
る
て
る
坊
主
梅
雨
長
し

花
摘
み
て
植
え
か
え
終
え
し
さ
つ
き
棚

長
雨
も
上
リ
カ
ナ
カ
ナ
聞
く
夕
銅

山
の
端
に
雲
低
く
垂
れ
閑
古
鳥

七
夕
の
宵
を
帰
り
て
一
つ
の
灯

雲
間
よ
り
そ
っ
と
の
ぞ
け
り
梅
雨
の
月

病
む
夫
と
風
呂
も
済
ま
せ
て
螢
の
夜

健
康
と
心
に
決
め
て
朝
露
に

句
を
友
に
生
き
る
喜
び
カ
ン
ナ
燃
ゆ

葵
咲
く
庭
風
存
分
部
屋
に
入
れ

梅
雨
明
け
ず
雨
読
の
日
々
も
多
か
り
き

洗
ひ
た
る
十
日
大
根
紅
涼
し

コ
ー
ン
コ
ン
ゲ
ー
ト
の
音
や
梅
雨
晴
間

〓
二
三

一一

人 口

1月巴|

1後 |

1菱五|

1句 |

1俳

S54.6.16.～ 7.15.受付

(出生児)(性別)(出生月日)

馬 林 林 岡 浦

原  ||1木 塚

馬 4く 一 琴 南

笑 忘 声 |ll天

-6月 30日 現在
―

9,537人 晏 I:1::`l炎

世帯数………………・2,612

転入 27  出生 8

転出 71  死亡 9

報

篠銹勝し

月
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た そ   あ て せ    あ 起 さ
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枕
辺
に
い
ろ
い
ろ
寄
せ
て
夏
の
風
邪

仁
術
に
身
も
恙
な
く
ホ
ト
ト
ギ
ス

滝
響
く
梅
雨
の
出
水
の
名
残
か
な

雨
長
く
墓
石
に
栗
の
花
模
様

郭
公
が
鳴
い
て
も
梅
雨
は
ま
だ
晴
れ
ず

梅
雨
は
ま
だ
な
ま
り
の
色
の
雲
流
れ

雑上
色
見
　
後
　
藤
　
嘉
　
平

〇
優
勝
を
競
う
名
古
屋
の
大
相
撲

賜
盃
は
遂
に
輪
島
い
だ
き
ぬ

（後
藤
正
明
さ
ん

ｏ
７１
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
の
岩
Ｆ
ヤ
ス
エ
さ
ん
か
わ

Ｖ
高
森
下
町
の
山
村

一
郎
さ
ん
か
ら

（病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て
）

０
そ
の
他
の
寄
付

▽
高
森
天
神
の
篠
田
定
雄
さ
ん
か
ら
Ｌ

町
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

．
対

▽
色
見
中
園
の
安
方
書
射
さ
ん
か
ら
中

西
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
月

▽
尾
下
多
々
野
の
甲
斐
シ
マ
エ
さ
ん
か

ら
尾
下
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
対

▽
高
森
冬
野
の
加
藤
貞
治
さ
ん
か
ら
南

在
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金
　
封

▽
尾
下
馬
波
の
田
上
勝
行
さ
ん
か
ら
尾

〇
勝
敗
は
時
の
運
と
は
云
い
乍
ら
　
　
　
　
（母
、
ミ
ヨ
さ
ん

。
８０
歳
死
去
）
　
　
　
下
小
へ
金

一
封

実
力
な
く
ば
運
は
得
ら
れ
ず
　
　
　
▽
色
見
中
国
の
安
方
書
射
さ
ん
か
ら
　
　
▽
高
森
冬
野
の
岩
下
武
光
さ
ん
か
ら
精

楽
　
天
　
　
　
　
　
（妻
、
ミ
ヨ
子
さ
ん
。
５８
歳
死
去
）
　

　

神
薄
弱
更
生
施
設

「
高
森
寮
」
に
衣

▽
天
神
の
円
福
寺
ご
遺
族

一
同
か
ら
　
　
　
類
を
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〓
〓

世

子

代

徳

美

裕

郎

也

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

浩

け

睦

俊

恵

国

進

誠

壌

撻
豪
督

一　
生

(保護者)

出

(住所)

森

菅 山

矢津田

草 部

津 留

河 原

ヤヽ
ト

一一記

（ご
）
（寄
）
（付
）

６

２８

２７

２６

６

２０

２‐

２７

７

‐

女

/(

女

り|

女

り)

|り

;

1月

り〕

女

中川

′鳴原

加藤

岩本

村上

伊藤

佐野

姫野

加来

後藤

陸雄

生治

五雄

徳光

勝己

新治

廣実

一笠

雄三

徳人

Ｌ

下

冬

下

馬 原 藤 野 熊 熊

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
分

▽
高
森
横
町
の
原
　
淳
さ
ん
か
ら

（父
、
政

一
さ
ん
。
７７
歳
死
去
）

▽
高
森
昭
和
の
三
森
明
さ
ん
か
ら

* \ ,q-'

「古   城」

「古城」を しのんで、人それぞれイメージが異なると思いま
l,ir lLJl, lti e ?)

良太郎

多美枝

原  政一

本HI Iに 一

甲斐′ヽヤメ

安方 ミヨ子

加藤 彦平

後藤  ||:明

佐藤千和太

も な 内 容

気をつけたい非行化の ミ
きざしミ……

建設進 :∫高森小学校………………………

色見小が子供白転 |11大会で陵||夕 ……

ご存知ですか民生児童相談 委員………

ことしの初盆を迎 ,こ ろご家庭 …… ・

54年度同和教育オ||:IL協 議会総会ひらく

すが、当時の人がか りに/Lき ていたとしても天守閣を仰ぎみては、

すばらしい造 りにはればれするで しょう。静かなたたずまいの中で

詩歌がソLれ るような表現はできませんが、そんな日本の城が私は人

好きです。            り∫尻中学校長 前田 宗

診療は午前 9

時か ら午後 5

時まで
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死  亡
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/年 rヽ死 亡ヽ
歯ヽ令ノヽ年月ロノ

(婚姻月日)
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本 |‖
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８
月
５
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

南
阿
⑦
ｌ
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３
月
１２
日
　
・藤
　
本
　
医
　
院

南
阿
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０
０
２
０

８
月
‐９
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

南
阿
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０
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１
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８
月
２６
日
　
上
　
村
　
医
　
院

阿
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０
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９
月
２
日
　
平
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医
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２
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くどう ま き
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観をつけ施い
自
然
の
七
人
の
名
医
に
つ
い
て

津
留
　
馬
　
原
　
範
　
一二
（７６
）

る
か
、　
そ
う
で

な
け
れ
ば

麦
を
混
ぜ

る
。
最
も
栄
薬
の
あ
る

「
ぬ
か
」
は
牛

馬
、
鶏
だ
け
に
食
べ
さ
せ
な
い
で
人
間

が
食
べ
た
い
も
の

。
お
か
ず
は
野
菜
を

主
と
し
て
、
小
魚
、
海
草
、
内
類
な
ど

研
究
の
余
地
が
あ
る
。

０
運
動
は
、
常
に
適
当
な
体
力
づ
く

り
で
足
腰
を
強
め
る
．
人
間
の
病
気
は

足
腰
の
弱
り
か
ら
く
る
こ
と
必
定
。

⑤
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
働
い
た
あ

と
は
体
の
休
息
が
必
要
。
特
に
早
寝
早

起
き
と
適
当
な
睡
眠
．

０
精
神
と
は
心
の
持
ち
方
。
七
人
の

自
然
の
名
医
の
中
で
、　
´
番
難
し
い
問

題
は
自
力
に
よ
る
心
の
立
て
直
し
で
あ

る
。
一日
か
ら

「健
康
な
体
に
堅
実
な
心

が
宿
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
万
人

そ
う
と
は
い
え
な
い
。

以
上
、
自
然
の
七
人
の
名
医
に
よ

っ

て
み
ん
な
甦
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
に
一
歩

一
歩
進
み
た
い
。

Ｒ
Ｈ
ｕ

草

部
南
部
小

学
校

有
田
義
憲
校
長

児
童
数
９８
人

（６
学
級
）

社
倉
の
バ
ス
停
か
ら
南

へ
お
よ
そ

一
・
八
キ
ロ、
下
り
官
と
し
て
知
ら
れ

る
古
見
神
社
の
真
向
い
に
校
合
が
建

っ
て
い
ま
す
。
正
面
玄
関
前
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
柳
と
桜
の
大
木
が
根
を

お
ろ
し
、
歴
史
の
古
さ
を
物
語

っ
て

い
ま
す
。

創
立
は
明
治
七
年
。　
校
舎

の
移

転
、
改
称
を
重
ね
、
昭
和
二
十
二
年

の
学
制
改
革
で
現
在
の
草
部
南
部
小

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

「人
間

尊
重
の
精
神
を
基
礎
に
、
人
格
完
成

と
進
ん
で
も
の
ご
と
を
考

の
）
　

え
、
た
く
ま
し
く
実
践
で

き
る
心
身
と
も
に
健
康
な

子
供
を
育
成
す
る
」
を
教

育
日
標
に
掲
げ
、
明
る
く

（徳
）
、

賢
く

（知
）
、
遅
し
く

（体
）
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
壮
像
が
――――
か
れ

て
い
ま
す
。
児
童
の
数
は
六
学
級
、

九
十
八
人
。
過
疎
化
は
こ
の
学
校
も

同
じ
で
、
昭
和
１
１
だ
年
の
―
工
学

級
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
ｃ
現
在
の
学
年
あ
た
り
平
均
十

五
―
二
十
人
は
教
育
面
で
理
想
的
な

学
級
編
成
で
あ
る
半
面
、
競
争
意
識

に
欠
け
る
の
が
悩
ム
．．

こ
の
た
め
、
の
ん
び
リ
ム

ー
ド
を

一
蹴
し
、
今
年
か
ら

三
カ
年
目
標
に
、
児
童
の
学

力
向
上
と
気
迪
、
ね
は
り
強

さ
を
つ
け
さ
せ
る
教
育
が
始

ま
り
ま
し
た
。
と
く
に
文
章

表
現
力
に
重
点
が
お
か
れ
、

読
書
ノ
ー
ト
、
作
文
ノ
ー
ト

な
ど
で
書
け
る
力
が
養
わ
れ

て
い
ま
す
‘

ス
ボ
ー
ツ
面
で
は
五
、
六

年
児
曖
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
活
発
。
校
長
本
に
は
郡

大
会
ほ
か
数

々
の
試
合
で
陵
勝
し
た

ト
ロ
フ
ィ
ー
、
盾
が

並
ん
で

い

ま

す
．
山
問
地
な
が
ら
高
低
学
年
．
つ

の
ブ
ー
ル
が
完
備
さ
れ
、
泳
き
で
も

（

都
会

っ
子
に
負
け
な
い
ス
ホ
ー
ツ
少

一

年
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す

　̈
　
　
　
一

●

勝L聰
先
日
、
常
に

「自
然
に
か
え
れ
」
と

強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
る
菊
地
養
生
園
長

竹
熊
先
生
の
講
演
を
聴
い
て
特
に
感
銘

し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
紹

介

し

た

腹
い
っ
ば
い
よ
か
も
ん
食
て
、
よ
い

お
べ
べ
着
て
、
り
っ
ば
な
家
に
住
ん
で

い
て
も
、
生
身
の
人
間
は
時
た
ま
病
気

す
る
．
そ
の
病
は
医
者
の
力
だ
け
で
は

治
ら
な
い
。
食
物
と
自
然
に
順
応
し
た

生
活
に
よ
っ
て
の
み
全
治
す
る
。

０
日
光
　
②
空
気
　
③
水
　
④
食

０
運
動
　
⑥
休
息
　
０
精
神

（
心
）
―

こ
の
七
項
目
こ
そ
七
人
の
名
医
だ
。

①
か
ら
③
ま
で
は
天
与
の
恵
み
を
受

け
て
い
る
が
、
洗
剤
だ
け
は
絶
対
に
使

用
す
る
な

（石
け
ん
）

④
の
食
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
常
食

の
自
米
は
玄
米
か
半
揚
米
に
切
り
か
え

大
切
な
親
と
子
の
信
頼

全
国
的
な
例
に
も
れ
ず
、
最
近
町
内
で
も
少
年
の
非
行
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
た
だ
環
境
の
せ
い
に
な
す
り
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

町
ぐ
る
み
で
暖
か
く
補
導
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

感
じ
や
す

い
年
齢
―
―

と
い
え
ば
、

中
学
生
か
ら

高
校
生
に
か

け

て

の
時

代
。中

学
生
の

体
格
も
、
戦
前
に
く
ら
べ
い
ち
じ
る
し

い
成
長
を
遂
げ
る
一
方
、
消
費
の
増
大

や
、　
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
な
ど
も
あ

っ
て

こ
れ
ら
多
感
な
少
年
た
ち
の
不
良
化
や

非
行
化
が
、
い
ま
全
国
的
に
大
き
な
社

会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
森
警
察
署
が
ま
と
め
た
昨
年
度
の

犯
罪
概
況
を
見
る
と
、
同
管
内
で
補
導

さ
れ
た
少
年
は
、
刑
法
犯
二
十
六
人
、

ボ
ン
ド
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
、
覚
せ
い
剤

使
用
な
ど
の
特
別
法
犯
八
人
、
薬
物
乱

用
八
人
、
不
良
行
為
百
三
十
六
人
の
計

百
七
十
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

前
年
度
に
く
ら
べ
ま
す
と
、
刑
法
犯
で

十
四
人
、
特
別
法
犯
で
六
人
、
全
体
で

は
五
十
四
人
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
不
良
行
為

は
二
十
人
も
ふ

え
て
お
り
、
喫

煙
、
深
夜
は
い

か
い
が
日
立

っ

て
い
ま
す
。
ま

た
家
出
少
年
も

例
外
で
な
く
十

二
件

（男
五
人

女
七
人
）
の
捜

索
願
い
が
出
さ

れ
、　
一
昨
年
度

よ
り
も
五
件
増

加
し
て
い
る
状

況
で
す
。
し
か

も
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
く
に
非
行

の
低
年
齢
化
傾
向
と
と
も
に
、
町
内
の

中

ｏ
高
校
で
も
、
若
十
こ
れ
ら
の
生
徒

の
乱
行
が
日
立

っ
て
い
る
と
い
う
実
態

で
す
。

こ
う
し
た
少
年
非
行
を
町
民
み
ん
な

の
力
で
根
絶
す
る
た
め
、
町
で
は
さ
る

六
月
二
十
日
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
大
勢
の

関
係
者
を
集
め
て
高
森
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
を
結
成
し
ま
し
た
。
す
で
に

第

一
回
の
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
三

十

一
人
の
推
進
員
を
選
任
し
た
ほ
か
事

業
計
画
、
協
賛
金
の
拠
出
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
ｏ

と
こ
ろ
で
、
少
年
の
非
行
の
要
因
と

し
て
、
以
前
は
保
護
者
の
欠
損
や
家
庭

の
貧
困
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、
両
親
も
そ
ろ
い
、
貧

困
で
も
な
い
家
庭
の
少
年
が
保
護
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
は

「
ま
さ
か
う
ち
の
子
が
…
」
「
う

ち
の
子
は
お
と
な
し
く
て
良
い
子
だ
か

ら
…
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
け

っ
し

て
他
人
ご
と
と
ば
か
り
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
で
す
。

こ
と
に
夏
を
迎
え
、
子
供
も
解
放
的

な
気
分
に
落
ち
入
り
、
長
期
の
休
入
で

日
常
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
誘
惑

も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
い
は

非
行
化
へ
の
危
険
信
号
が
出
や
す
く
な

る
時
期
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
町

で
は
、
さ
き
の
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
機
能
を
フ
ル
に
生
か
し
て
①
町
民
の

非
行
防
止
意
識
の
向
上
０
生
徒
非
行
の

防
止
０
少
年
を
と
り
ま
く
有
害
環
境
の

浄
化
、
を
三
本
柱
に
、
少
年
非
行
の
防

止
の
た
め
に
各
種
の
活
動
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、　
一
人

＾
人
の
子
供

の
抱
え
て
い
る
問
題
と
そ
の
原
因
を
‐―‐

期
に
発
見
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
な

ど
、
家
庭
で
も
地
域
で
も
、
健
全
な
子

供
た
ち
の
発
達
の
た
め
の
配
慮
を
心
掛

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
‘

チ
ク
リ
一
一
一
■
■
一一一ｉｉ…………………………―
■
＝
＝

０
と

こ
と

香
典
や
祝
儀
、
冠
婚
葬
祭
の
費
用
が

最
近

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、

な
ん
と
か
自
粛
の
中
し
合
わ
せ
が
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
町
社
会
教
育
委
員
会
が
新
生

活
運
動
を
呼
び
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
も
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

な
ん
で
も
値
上
が
り
し
、
イ
ン
フ
レ

時
代
と
は
い
う
も
の
の
、
本
来
の
助
け

合
い
と
お
付
き
合
い
。
気
持
ち

が
通
じ
合
う
儀
礼
は
お
の
ず
か

ら
違

っ
て
い
い
わ
け
で
、
必
要

以
上
の
包
み
金
の
や
り
と
り
は

受
け
た
方
に
も
負
担
に
な
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

∧
旭
通

。
一
住
民
∨

※
投
稿
さ
れ
る
方
は
ハ
ガ
キ
を
ご
利

用
に
な
り
、
住
所
、
年
齢
、
職
業
、
Ｌ

名
の
場
合
は
そ
の
旨
を
［明
記
し
て
く

だ
さ
ｔ
。　
送
り
先
は
総
務
課

広
報
係

へ
。

繁華街をはいかいする多感な少年たち

●  ●

●   ●

地域 ぐるみで

健全な育成ヘ

防
犯
警
察
業
務
に
協
力

御
薩
ど
わ
県
警
本
部
長
か
ら
感
謝
状

警
察
協
力

功
労
者
と
し

て
、
高
森
横

町
の
後
藤
幸

充
さ
ん
（五
三
）

は
、
こ
の
ほ

ど
、
室
伏
県
警
本
部
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

「多
年
に
わ
た
っ
て

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、
少
年
非
行

の
防
止
、
少
年
を
め
ぐ
る
有
害
環
境
の

排
除
な
ど
、
防
犯
警
察
業
務
の
運
営
に

献
身
的
に
協
力
さ
れ
た
」
と
ｔ
，ヽ
の
が

そ
の
理
由
．
後
藤
さ
ん
は
農
業
を
営
汁

か
た
わ
ら
剣
道
六
段
教
上
の
特
技
を
生

か
し
て
、
昭
和
三
卜
＾
年
か
ら
高
森
小

。
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
相
手
に
剣
道

の
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
．
現
在
は
町

議
会
議
員
と
し
て
、
■
た
Ｌ日
少
年
健
全

育
成
の
た
め
の
町
民
会
議
の
常
任
委
員

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
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草
部
地
区
対
象
に

無
料
調
停
相
談
会

高
森
調
停
協
会

高
森
調
停
協
会

（後
藤
敬
雄
会
長
）

で
は
、
草
部
地
区
住
民
を
対
象
に
次
の

通
り
無
料
調
停
相
談
会
を

開
催

し

ま

す
。
民
事
、
家
事
問
題
の
争
い
ご
と
や

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

∧
無
料
調
停
相
談
会
∨

▽
と
　
き
　
九
月
十

一
日

（火
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
　
高
森
簡
易
裁
判
所
内

″健
康
と
酒
″
の

講
演
会
開
く

お
酒
は
飲
み
方
で
業
に
も
―円
に
も
な

る
も
の
で
す
。
お
酒
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
全
な
心
身
を

■

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
精
神
術

生
セ
ン
タ
ー
と
阿
蘇
保
健
所
で
は
、
酒

害
防

ＩＬ
の
た
め
の
計
演
会
を
催
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
て
お
さ
そ
ヽ
あ
わ
せ
の

ら
え
、
多
数
お
い
で
く
だ
さ
い
．

の
と
き
　
八
月
二
十
八
日
午
後

一
時
′

０
と
こ
ろ
　
阿
蘇
町
内
牧

，
■
ノ
Ｌ

ノ

グ
　
ｏ

「
二

′

一フ

∧
講
演
会
の
内
容
Ｖ

○
映
画

　
″飲
酒
運
転
の
悲
劇
″

○
講
演

　

″健
康
と
酒
″
高
森
院
長

○
酒
害
者
体
験
発
表
　
断
酒
会
員

○
質
疑
応
答

道
路
台
帳

の
調

製

に
ご
協
力
を

町
で
は
道
路
台
帳
を
整
備

す

る

た

め
、
昨
年
十

一
月
か
ら
町
道
の
測
量
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
測
量
の
範
囲
は
路

肩
か
ら
十
研
。

測
量
に
あ
た
っ
て
は
、
町
道
に
隣
接

し
た
田
畑
、
山
林
、
屋
敷
に
立
ち
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
地
権
考
が
近
く
に
お
ら
れ
る
場
合

に
は
そ
の
場
で
了
解
を
得
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
万

一
、
不
在
の

場
合
に
は
無
断
で
立
ち
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

】―

新
有
権
者
の
―

・

【―

感
想
文
募
集
―
一

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で
は
新
有
権

者
の
感
想
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
内
容
】
成
人
を
迎
え
新
有
権
者

と
し
て
の
感
想
、
ま
た
は
選
挙
を
経
験

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地
方
向
治
や
国

政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
。

【
字
数
】
二
千
字
以
内

【
応
募
資
格
】
昭
和
三
十
四
年

一
月

一

日
か
ら
三
十
五
年
十
二
月
二
十

一
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

【
受
付

・
締
切
期
日
】
九
月

一
日
か
ら

受
付
開
始
、
十
月
二
十

一
日
締
切

【
賞
】
最
優
秀
、
入
賞
に
は
自
治
大
臣

賞
状
と
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
作
文
の
提
出
、
お
た
ず
ね
は
町
選

挙
管
理
委
員
会

（役
場
内
）

へ
。

小
中
学
生
対
象
に

貯
蓄
の
作
文
募
集

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、
毎
日

小
学
生
新
聞
お
よ
び
毎
日
中
学
生
新
聞

と
共
催
で
、
全
国
の
小

。
中
学
生
か
ら

「貯
蓄
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
題
…
自
由
　
例
え
ば

「
お
金
や
物
を

大
切
に
す
る
」

「
お
こ
ず
か
い
と

ば

く
」

「
こ
ず
か
い
帳
を
つ
け
て
」

「ぼ

く
の
貯
蓄
」

「
わ
が
家
の
貯
格
」
な
ど

）
原
稿
…
０
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
三

枚
以
内
②
原
稿
に
は
学
校
名
、
学
年
、

氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
は
っ
き
り
書
く

こ
と
０
未
発
表
の
作

‐，‐‐‐‐
④
原
稿
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

一）
締
め
切
り
…
九
月
五
Ｈ

（水
）

■
送
り
先
…
一ｏ
８
０
２
北
九
州
市
小
合

北
区
紺
屋
町

´
一
．―

一　

毎
日
新
聞
西

部
本
社
学
生
新
剛
編
集
部

「貯
蓄
の
作

文
」
係

・人
選
発
表
…
卜
月
十
七
日
新
聞
紙
上

マ
賞
…
特
選
五
、
秀
作
十
、
■
作
百

全
児
童
が
新
校
舎
で
勉
強

今
年
度
は
管
理
棟
と
体
育
館

五
十
三
年
度
か
ら
■
力
年
継
続
事
業

で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
高
森
小
学

校

（野
田
誠
枝
長
、
四
百
卜
人
）
の
性

合
改
築
第

一
期
Ｉ
Ｉ
が
終
わ
り
、
六
月

か
ら
全
児
童
が
新
し
い
教
本
に
移
り
ま

し
た
。

立
派
に
出
来
上
が
っ
た
高
森
小
の
南
側
校
舎 旧

校
舎
は
昭
和
六
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
老
朽
化
が
進
み
、
数
年
前
か

ら
地
元
民
の
強
い
要
望
で
、
昨
年
七
月

か
ら
工
事
を
行

っ
て
い
た
も
の
。
第

一

期
工
事
で
建

っ
た
の
は
低
学

年

教

室

四
、
特
殊
学
級
二
、
中

・
高
学
年
教
室

八
ほ
か
、
図
工
室
、
音
楽

室
な
ど
の
四
棟
か
ら
成
る

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、　
建
て
面
積
は
延
ベ

千
八
百
九
十
九
平
方
妨
。

工
費
約
二
億
二
千
万
円
。

低
学
年
棟
の
中
央
に
は
プ

レ
イ
ル
ー
ム
が

設

け

ら

れ
、
雨
降
り
の
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
各
建
物
間
は

渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
、
独

立
性
が

保

た
れ
て

い
ま

す
。今

年
度
は
北
側
に
残
る

旧
校
舎
を
取
り
壊
わ
し
た

あ
と
、
第
二
期
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
お
も
に
職

員
室
、
校
長

・
応
接
室
ほ

か
、
視
聴
覚
室
、
理
科
室

家
庭
科
室
な
ど
の
管
理
お

よ
び
学
園
セ
ン
タ
ー
、
そ

内
旧
収
入
役
ご
勇
退
に
よ
る
後
任

と
し
て
、
さ
る
六
月
町
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
計
い
ず
も
不
肖
、
私
を
選

任
い
た
だ
き
、
こ
の
上
な
い
光
栄
と

感
激
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
に
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ

っ
た
皆

様
に
深
く
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

前
任
者
の
卓
越

し
た
人
格
、識
見
、

手
腕
は
多
年
に
わ

た
り
皆
様
周
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
く
ら
べ
、
自
ら
を
反
省

し
ま
す
と
、
格
別
す
ぐ
れ
た
経
理
才

能
も
な
い
浅
学
非
才
の
私
が
、　
一
般

会
計
だ
け
で
も
二
十
億
円
近
い
公
金

取
り
扱
い
の
重
責
を

お
引
き

受
け

し
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、

「
人
の
一
生
は
重
荷
を

負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
如
し
」
と

い
う
家
康
公
の
遺
訓
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、　
一
生
勉
強
の
連
続
か
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。

さ
る
五
月
、
停
年
に
よ
り
公
務
員

生
活
を
卒
業
し
た
つ
も
り

で

し

た

収
入
役

岩

下

信

夫

が
、
今
回
三
役
の
仲
間
入
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
新

一
年
生
に
入
学
し
て

四
年
間
の
勉
強
を
覚
悟
す
る
と
と
も

に
、
フ

ア
イ
ト
に
燃
え
な
が
ら
も
無

事
卒
業
の
日
を
念
じ
ま
す
。奉
職
中
、

国
保
、
収
入
役
室
、
教
委
、
議
会
選

挙
な
ど
比
較
的
堅
い
職
場
勤
務
で
、

融
通
性
の
な
い
く
そ
ま
じ
め
な
性
格

の
欠
点
も
、　
一
面
私
の
取
り
得
か
と

自
ら
慰
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
二
十

一
年
間
の
経
験

を
生
か
す
と
と
も
に
公
私
の
別
に
徹

し
、

「信
に
背
向
か
な
い
も
の
の
夫

に
な
る
よ
う
に
―
」
と
親
が
遺
し
て

く
れ
た
名
前
に
恥

じ
な
い
よ
う
五
十

八
年
間
の
信
用
を

大
切
に
し
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。

前
任
者
、
諸
先
輩
、
知
己
友
人
の

温
い
ご
指
導
、
ご
忠
告
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
町
長
は
じ
め
、
議
会
、
皆
様
の

監
視
の
下
に
、
収
入
役
職
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
、
ご
協
力
と
御
鞭
撻
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
。
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れ
に
東
側
に
敷
地
を
広
げ
て
、
屋
内
体
　
八
千
五
百
万
円
で
、
来
年
三
月
に
は
完
　
り
離
し
て
新
設
し
た
方
が
望
ま
し
い
と

育
館
を
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　

成
す
る
見
込
み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
に
な
り
、
色
見
、
上
色
見
区

こ
の
第
二
期
工
事
の
事
業
費
は
約
二
億
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
の
中
間
点
に
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま

待
望

の
町
立
色
見
保
育

園

し
た
。

敷
地
二
千
三
百
二
十
三
平
方
ン
、
園

舎
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
二

百
平
方
ソ
、
事
業
費
約
四
千
万
円
。
三

歳
未
満
児
室

一
、
三
歳
児
以
上
の
保
育

宝
二
、
ほ
か
事
務
室
、
休
憩
室
、
医
務

室
、
調
理
室
、
倉
庫
、
砂
場
な
ど
も
つ

く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
定
員
二
十

人
。
八
月
中
旬
か
ら
工
事
に
入
り
、
来

年
二
月
に
完
成
、
五
十
五
年
度
か
ら
開

園
の
予
定
で
す
。

町
で
は
間
も
な
く
、
色
見
地
区
に
新

し
い
保
育
園
の
建
設
を
始
め
ま
す
。
場

所
は
町
道

「色
見
環
状
線
」
の
旧
色
見

村
役
場
跡
の
近
く
。

色
見
保
育
園
建
設
は
、
か
ね
て
地
元

住
民
か
ら
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
こ
れ
を
受
け
て
町
は
当
初
、色
見
、

上
色
見
、
高
森
の
三
地
区

一
本
化
で
検

討
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

森
保
育
園
の
町
営
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
は

か
ど
ら
な
い
こ
と
や
、
園
児
送
迎
の
便

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
高
森
地
区
を
切

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は

【
問
い
】
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
が
、
転
居
後
十
四
日
以
内
に
転
居
先
の

役
所
に
届
け
出
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
ｏ

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
届
け
出
の
必
要
な
場
合
は
ど

し
、
保
険
料
は
三
か
年
以
上
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
支

払
い
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
が
必
要
な
時
お
よ
び
手
続
き
に
必
要
な

も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
国
保
に
入
る
時

（資
格
取
得
届
）
は
①
住

居
移
転
で
転
入
し
た
時

（印
鑑
）
②
職
場
の
健
康

保
険
を
や
め
た
時

（印
鑑
、
喪
失
証
明
）
③
国
民

健
康
保
険
組
合
を
や
め
た
時

（②
と
同
じ
）
④
生

活
保
護
を
受
け
な
く
な

っ
た
時

（印
鑑
、
保
護
廃

止
決
定
通
知
書
）
⑤
子
供
が
生
ま
れ
た
時

（印
鑑

母
子
手
帳
、
保
険
証
）
助
産
費
六
万
円
、
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
時

（資
格
喪
失
届
）
は
資
格
取

得
と
逆
の
場
合
、
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、

世
帯
主
、
住
所
、
氏
名
に
変
更
が
あ

っ
た
時

（印

鑑
、
保
険
証
）
保
険
証
を
紛
失
し
た
時

（印
鑑
）

な
ど
も
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

住
居
移
転
時
な
ど
＝
日
以
内

ん
な
時
で
す
か
。

【
答
え
】
世
帯
ま
た
は
被
保
険
者
に
変
動
が
あ

っ
た
場
合
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
け
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「十
四
日
以
内
」
と
い
う
の

は
、
住
民
票
な
ど
の
届
け
出
期
限
と
同

じ

で

す

が
、
十
四
日
以
後
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
不
利
が

被
保
険
者
な
ど
に
生
じ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
保
険

料
は
転
入
期
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
取
り
立
て
ら

れ
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
が
実
際
に
使
え
る
の

は
、
自
治
体
が
新
し
い
保
険
証
を
発
行
し
て
か
ら

で
す
。
し
た
が

っ
て
、
届
け
出
が
遅
れ
れ
ば
、
保

険
料
は
と
ら
れ
る
け
れ
ど
も
保
険
は
使
え
な
い
、

旧
役
場
跡
近
く
に
新
設 と

い
う
不
利
な
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
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交
通
知
識
と
安
全
な
乗
り
方
を
競
う

第
七
回
阿
蘇
南
部
地
区
子
供
自
転
車
大

会

（阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会

・

高
森
警
察
署
共
催
）
が
七
月
十

一
日
高

森
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
体
は

色
見
小
学
校
、
個
人
は
尾
下
小
学
校
六

年
の
甲
斐
昇
二
君
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
ｃ

大
会
に
は
本
町
か
ら
五
校
、
白
水
、

昨
年

度

の
事
故

町

内

で

１９

件

５３
年
度
交
通
白
書

高
森
警
察
署
と
阿
蘇
南
部
地
区
交
通

久
木
野
、
長
陽
か
ら
各

一
校
づ
つ
、
合

わ
せ
て
八
校
、
四
十
人
が
参
加
。
ま
ず

０
交
通
規
則
②
道
路
標
識
０
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
の
常
識
―
に
つ
い
て
の

筆
記
テ
ス
ト
を
受
け
た
あ
と
、
実
技
テ

ス
ト
に
移
り
ま
し
た
。
胸
に
ゼ
ッ
ケ
ン

を
つ
け
た
選
手
た
ち
は
、
フ
ロ
ア
に
示

さ
れ
た
順
序
に
従

っ
て
関
門
を
通
過
し

た
り
、
ジ
グ
ザ
グ
進
行
、
バ
ラ
ン
ス
転

安
全
協
会
、
そ
れ
に
阿
蘇
南
部
地
区
安

全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
は
、
同
署
管

内
の
昨
年
度

一
年
間
の
交
通
白
書
を
こ

の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
事
故
発
生
件
数
は
八
十
五
件
、
死

者
二
人
、
負
傷
者
百
九
人
で
、
こ
れ
を

前
年
度
に
比
較
す
る
と
発
生
件
数
で
三

件
、
死
者
二
人
、
負
傷

者
三
十
二
人
と
い
ず
れ

も
減
少
し
ま
し
た
ｏ
し

回
、
二
枚
の
板
乗
り
な
ど
熟
練
度
テ
ス

ト
に
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
父
母
や
先
生
た
ち
も
応

援
に
駆
け
つ
け
、
盛
ん
な
拍
手
を
送

っ

て
い
ま
し
た
。
本
町
関
係
の
成
績
は
次

難

コ

ー

ス

に

挑

む

児

童

（全
体
の
三
五

。
す
軒
）
高
森
町
十
九

件
．
（
三
二
ｏ
三
ギ
）

白
水
村

十̈
八
件

（
二
＾
。
二
ぞ
）
蘇
陽
町
十
五
件

（
一

七

・
Ｌ
拌
）
の
順
．
と
く
に
白
水
村
と

蘇
陽
町
に
死
傷
率
の
増
加
が
見
い
れ
ま

す
。■

故
原
因
別
で
は
、
わ
き
見
運
転
と

安
全
運
転
義
務
連
反
が
そ
れ
そ
れ
三
十

四
件
で
ト
ノ
ブ
○
次
い
で
徐
行
違
反
四

件
、
過
労
運
転
三
件
と

続
い
て

い

ま

す
。
ま
た
年
齢
別
で
は
十
六
歳
か
め
三

卜
四
歳
が

全
体
の

四
二
。
一
打
を

占

め
、
若
者
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

同
暑
で
は
事
故
減
少
の
Ｉｌｌｌ
山
を

「
地

区
民
の
交
通
安
全
意
識
が
高
ま

っ
た
た

め
」
と
ヽ
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に

連
続
減
少
を
＝
術
し
て
、
地
区
ぐ
る
み

の
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

の
通
り
。

【
団
体
】
①
色
見
小

（宇
藤
康
光
、

住
吉
幸
二
、
山
室
敦
、
緒
方
健
造
、
丹

秀

一
）
②
上
色
見
小
０
尾
下
小

【
個
人
】
０
甲
斐
昇
二

（尾
下
）
②

宇
藤
康
光

（色
見
）

０
荒
牧
昭
二

（上
色

見
）

０

住
吉

幸
二

（色
見
）

な
お
、
団
体
優
勝

の
色
見
小
学
校
は
七

月
二
十
五
日
熊
本
市

で
開
か
れ
た
県
大
会

に

出
場

し
ま

し
た

が
、
健
闘
空
し
く
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

中

西
老

人

ク
に

廃

バ

ス

寄

贈

産

交

高

森

営

業

所

色
見
の
中
西
老
人
ク
ラ
ブ

（住
吉
始

守
会
長
、
五
十
四
人
）
に
、
こ
の
ほ
ど

九
州
産
交
高
森
営
業
所

（坂
井
俊
二
所

長
）
か
ら
廃
バ
ス
一
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
昨
夏
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
は
町
道

「
西
丁
―
中
園
線
」
沿
い
に
、
部
落
共

有
の
荒
地
を
整
地
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
休
憩
所

が
な
い
た
め
廃
バ
ス
の
利
用
を
思
い
立

ち
、
町
を
通
じ
て
九
産
交
に
払
い
下
げ

を
陳
情
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
お
年
寄
り
た
ち
は
大
喜
び
、

さ

っ
そ
く
ロ
ッ
カ
ー
や
談
笑
の
場
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
で
は

「
こ
れ
か
ら
は
に
わ
か

雨
が
降
ち
て
も
、
雷
が
鳴

っ
て
も
安
心

で
す
。
バ
ス
を
活
用
し
て
会
員
相
互
の

親
ぼ
く
を
深
め
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
写
真
＝
廃
バ
ス
の
贈
呈
式

各
部
会
総
会
、
部
落
座
談
会
、
集
会
所

研
修
、
人
権
作
文
集
の
発
行
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
五
―
四
年
度
事
業
計
画
と
、

そ
れ
に
伴
う
総
額
百
１
五
万
五
千
円
の

歳
入
歳
出
Ｆ
算
を
採
択
し
ま
し
た
．
こ

の
中
で
会
場
か
ら
は

，
住
民
意
識
調
査

の
実
施
②
行
政
、
教
育
、
社
会
教
育
の

各
部
会

一
体
と
な

っ
た
定
期
的
な
会
合

の
開
催
な
ど
の
要
望
も
出
さ

れ

ま

し

た
．引

き
続
き
役
員
改
選
に
移
り
、
現
役

員
が
そ
の
ま
ま
再
選
さ
れ
ま
し
た
●
■

な
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
会
長
　
■
ド
八
束
∨
副
会
長
　
甲

斐

一
誠
、
卓
村
義
行
、
中
川
利
雄
▽
行

政
部
会
長
　
淑
井
浪
夫
▽
社
会
教
育
部

会
長
　
本
田
透
道
Ｖ
学
校
教
育
部
会
長

野
田
誠
▽
性
事
　
山
村
英
明
、
松
野

一中
　
古
良
茂

一
■
一
■
■
■
一
■
■
■
■
一
〓
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一
■
■
■
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■
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Ｈ
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■
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〓
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■
「
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議
■
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一
一
■
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■
一■
■

阿

蘇

南

部

地

区

の

交

通

白

書

キ
ャ
ン
ブ
地
内
の
朝
は
早
い
ｃ
朝

圧
時
に
は
も
う
宿
舎
か
わ
起
き
出
し

た
労
務
者
二
百
五
卜
人
と
ス
タ
′
フ

た
ち
で
に
いき
わ

っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
約
十
キ
ロ
離
れ
た
現
場
に
は
、
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ナ
ダ
製
の
占
い

ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
行
く
。
私
が

現
場
に
つ
い
た
と
き
、
よ
う
や
く
太

陽
が
地
平
線
に
昇

っ
て
く
る
ぃ
大
き

い
ま
ん
ま
る
い
太
陽
で
あ
る
。
ま

っ

赤
で
メ
ラ
メ
ラ
燃
え
て
い
る
の
が
よ

く
わ
か
る
。

現
場
に
着
い
て
さ
ら
に
驚
い
た
こ

と
は
、
キ
ク
ュ
族
の
青
年
が
白
い
半

ズ
ボ
ン
に
、
白
い
ン
ャ
ツ
を
斎
け
て

幣
然
と
並
び
、
水
路
の
掘
削
作
業
を

や

っ
て
い
る
。
近
く
に
二
つ
も
あ
る

川
務
所
か
ら
連
れ
出
さ
れ
て
き
た
因

人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
数
は
お
よ
そ

１
千
人
．
ツ
ル
ハ
シ
と
ス
コ
ッ
プ
で

ｒ
く
、
低
く
流
れ
る
部
族
の
歌
を
う

た
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
る
。

太
陽
は
上
る
。
見
渡
す
限
り
の
地

平
線
。
朝
の
た
Ｌ
気
は
冷
た
く
て
私
の

身
を
包
む
。
壮
大
な
眺
め
で
あ
る
て

壮
観
で
あ
る
。
キ
リ
ン
の
首
だ
け
が

″ヽヽ

地
平
線
に
点
々
と
動
い

´
ヽ
　

て
見
え
る
。
人
間
が
大

５く
　

自
然
に
向

っ
て
挑
戦
し

′ヽ

　

て
い
る
荘
厳
な
る
姿
で

あ
る
。
天
と
地
が

一
線

に
な

っ
て
、
私
は
そ
の

津
　
留
　
今
朝
寿
　
　
爛
に

，す
っ
蹴
つ
た
包
繊

れ
て
い
る
く
溶
け
て
し

ま
う
よ
う
な
人
間
の
姿
で
あ
り
、
大

自
然
の
未
開
の
土
地
と
天
は
、
私
を

旧
約
の
時
代
に
逆
戻
り
さ
せ
た
。
人

類
の
、
否
、
世
界
そ
の
も
の
の
原
点

の
ふ
る
さ
と
ケ
ニ
■
の
こ
の
光
景
で

あ
る
ぃ
せ
ち
が
い
い
Ｈ
木
で
生
活
を

し
て
い
る
と
、　
人
間
そ
の

も
の

の

″
生
の
姿
″
　
″
生
の

あ
り
方
″　
に

と
き
ど
き
自
分
を
見
失
う
と
き
が
あ

る
‐ケ

ニ
ヤ
国
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

（美

し
い
水
、
お
い
し
い
水
の
意
」
は
、

完
全
に
コ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
並
み
で
あ

る
。
圧
′
六
階
建
て
の
官
公
庁
、
商

店
街
が
び

っ
し
り
と
建
ち
並
ぶ
さ
ま

は
、
こ
こ
が
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
を
持

っ
た
程
で
あ
る
。

今
や
ケ
ニ
ヤ
国
は
、
独
立
し
て
十

五
年
余
り
。
長
い
間
イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
に
な

っ
て
い
て
、
よ
う
や
く
立

ち
に

つ
た
そ
の
建
国
の
意
気

は

高

く
、
雄
大
な
大
構
想
に
基
づ
い
て
着

若
と
堅
実
な
歩
み
を
始
め
て
い
る
。

特
に
そ
の
息
吹
き
は

青
年
に

多
く

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ご
と
く
、
ま
た
遠

い
束
の
国
日
本
の
ご
と
く
」
な
ら
ん

と
し
て
、
全
て
の
面
に
お
い
て
ケ
ニ

ヤ
国
を
荷
負
う

青
年
の
情
熱
は

熱

く
、
避
し
く
成
長
し
て
い
る
。

私
は
ケ
ニ
ヤ
で
二
年
間
、
青
年
海

外
協
力
隊
員

と
し
て
、
日

本
人

一
人
で

生
活
し
て
き

熟
練
度
テ
ス
ト
に
熱
戦

か
し
、
物
損
事
故
に
つ

い
て
は
百
九
十
二
件
が

発
生
、
前
年
に
比
較
し

て
逆
に
三
件
増
加
し
て

い
ま
す
〓

発
生
件
数
を
町
村
別

に
見
る
と
、
最
も
多
い

の
が
長
陽
村
の
二
十
件

建国に燃 え  :
: 遅 しく成長

●  ●

●   ●

に
触
れ
た
よ

う
な
気
が
す

る
。こ

の
情
景

を
見
て
、
あ

ま
り
に
も
ス

ケ
ー
ル
の
人

き
い
構
図
に

呆
然
と
す
る

の
み
で
あ
ら

た
。
歴
史
な

く
、
文
明
な

く
、
あ
る
の

は
人
間
と
大

地
の
み
。
ま
た
原
始
的
な
？
う
た
。

う
な
り
が
私
を
呑
み
込
ん
で
し
ま

っ

た
。私

は
と
き
ど
き
夢
を
み
る
。
第
二

た

ｃ

第

二

の

ふ

る

さ

と

の

ゆ

え

ん

で

あ

る

∩

高
森
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

は
七
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
畜
産
セ

ン
タ
ー
に
会
長
の
岩
下
町
長
ほ
か
町
議

会
代
表
、
教
育
関
係
者
、
商
工
会
長
、

農
協
長
な
ど
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
約

百
人
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

「
地
域
社
会
に
現
存
す
る
編
見
と
差

別
の
実
態
に
学
び
、
そ
の
問
題
を
究
明

し
て
、
同
和
教
育
の
推
進
を
図
る
」
を

目
的
に
、
年

一
回
、
行
政
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
二
部
会
が

一
堂
に
会
し
て

前
年
度
事
業
の
総
括
と
決
算
、
新
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
を
決
議
し
て
い
る
も

の
で
す
。

こ
の
日
は
岩
下
会
長

（
町
長
）
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
総
会
議
長
に
町
議
長
の

甲
斐

一
誠
氏
を
選
出
し
て
、
五
十
三
年

度
事
業
実
績
と
歳
入
歳
出
決
算
書
を
承

認
し
た
あ
と
、
先
進
地
研
修
は
じ
め
、

′‐・・  '‐‐‐1

☆

ま
す
。夏

の
交
通
安

全

運
動
を
実
施
中

歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

を
第

一
テ
ー
マ
に
、
七
月
二
十

一
日
か

ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
県
下
仝
域
で

「夏
の
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
入
り
お
子
さ
ん

の
気
分
も
ゆ
る
み
が
ち
で
す
。
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
夏
は
海
や
山
へ
出
か
け
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
遊
び
疲
れ
た
体
で

運
転
す
る
の
は
事
故
の
も
と
ｃ
休
養
し

て
か
ら
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

事業計画など決議
・‐同和教育推進協議会・

54年度総会ひ らく

同和教育推進協議会総会の会場

団
体
で
色
見
小
優
勝

″

う
つ

―́´ _:||

1 撼

":卜

.

1● li

鰊

交 通 白書

●蘇熱本|■:区 支議ヽ,格 ,
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ヽ
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■
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が
自
分
で
一
日

健
康
や
衛
生
、

自
律
的
な
生
活

し
ま
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
夏
休
み
に
入

り

ま

し

た
。
身
心
と
も
に
伸
び
盛
り
の
子
供

た
ち
に
と

っ
て
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で

は
味
わ
え
な
い
体
験
を
す
る
に
は
、

夏
休
み
は
も

っ

て
こ
い
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

一

カ
月
間
の
夏
休

み
を
お
子
さ
ん

た
ち
が
有
意
義

に
過
し
、
豊
か
に
成
長
す
る
よ
う
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

【
親
子
の
対
話
】

夏
休
み
は
生

活
の
場
が
学
校
か
ら
家
庭
に
移
り
ま

す
。
両
親
の
保
護
の
も
と
に
、
日
ご

ろ
家
庭
内
で
十
分
で
き
な
い
親
子
の

対
話
や
暖
い
交
流
を
は
か

っ
て
く
だ

ｏ
　
　
▼
…
…
…
…
…
…
…
…
↓

さ
い
。
と
く
に
朝
夕

一
度
は
親
子
が

顔
を
あ
わ
せ
て
、　
一
家
団
ら
ん
に
努

め
ま
し
よ
う
。

【
自
律
的
な
生
活
】
　

お
子
さ
ん

町
青
年
団
が
初
優
勝

こ
と
し
の
郡
総
合
青
年
祭

親
子
対
話
の
よ
い
機
会

一
ヵ
月
の
夏
休
み
を
有
意
義
に

第
二
十

一
回
阿
蘇
郡
総
合
青
年
祭
は

七
月
八
日
久
木
野
村
で
陸
上
競
技
、
ま

た
七
月
十
五
日
一
の
官
町
と
阿
蘇
町
で

剣
道
、
球
技
、
生
活
文
化
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
参
加
し
た
村
上
団
長
以
下
百

四
十
六
人
の
選
手
た
ち
は
、
各
種
目
に

力
い
っ
ば
い
の
競
技
を
繰
り
広
げ
、
初

の
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

【
陸
上
】
▽
女
子
百
層
　
①
熊
谷
か

す
み
▽
女
子
走
り
幅
と
び
　
①
林
由
美

子
▽
砲
丸
投
げ
　
①
松
本
ル
リ
子
▽
ム

カ
デ
競
争
　
①
位
　
▽
二
人
四
脚
　
①

位
　
▽
男
子
百

，Ｍ
　
②
野
尻
秀

夫
　
▽
男
子
走
り
幅
と
び
②
井

上
勝
仁
▽
女
子
四
百
リ
レ
ｌ
②

位

【
剣
道
】

（個
人
）
②
松
本

豊
文【

男
子
バ
レ
ー
】

（団
体
）

③
位【

生
活

。
文
化
】
▽
優
秀
賞

岩
下
美
智
▽
優
賞
　
後
藤
絹
代

宇
藤
ひ
と
み
▽
特
別
賞
　
松
本

順

一
＝
写
真
は
役
場
を
訪
れ
た

青
年
団
代
表

ん
の
能
力
に
応

を
分
担
さ
せ
、

す
る
協
力
的
な

身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
ｏ

「老
人
世
帯
だ
が
身
の
ま
わ
り
の
世

話
を
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
」

「
母
子
家
庭
で
子
供
の
就
学
資
金

に
困

っ
て
い
る
」
―
こ
ん
な
と
き
に
、

親
身
に
な

っ
て
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る

民
生

（児
童
）
委
員
が
、
あ
な
た
の
地

区
に
も
お
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生

活
を
営
む
う
え
で
困
難
な
問
題
に
ぶ
つ

か
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ
れ

る
と
き
の
相
談
相
手
と
し
て
―
厚
生
大

臣
が
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
地
域
の
事
情
に
明
る
く
、

人
生
経
験
ゆ
た
か
な
人
た
ち
で
、
現
在

町
内
で
は
二
十

一
人
が
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
お
年
寄
り
の
健
康
診
査
、
身

体
障
害
者
手
帳
申
請
の
手
続
き
、
母
子

福
祉
資
金
制
度
の
利
用
法
な
ど
、
心
配

ご
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
民
生
委
員
は
次
の
通

り
で
す
。

高
森

（天
神

・
上
町
）

桐
原
　
央
吉

（６１
）

高
森

（村
山

ｏ
上
在
）

本
田
　
秀
道

（５５
）

高
森
下
町
　
　
　
馬
原
　
広
雄

（７０
）

高
森
昭
和
　
　
　
和
田
　
千
敏

（６３
）

高
森
旭
通
　
　
　
一三
井
　
ノ
リ

（５９
）

高
森
横
町
　
　
　
山
村
祐
喜
子

高
森

（森

・
冬
野

・
洋
留
）岩

下
　
七
江

色
　
見
　
　
　
　
岩
下
コ
ミ
子

色
　
見

（小
倉
原
―
前
原
）
荒
牧
　
　
錦

上
色
見

　
　
　
本
田
　
耕
亮

河
　
原
　
　
　
後
藤

　

深

尾
　
下
　
　
　
後
藤
　
本
安

野
　
尻
　
　
　
　
熊
谷
　
武
幸

津
留
下
町
　
　
　
熊
谷
　
績
雄

芹
口
三
代
子

赤
星
　
高
義

遠
山
　
昭
典

工
藤
　
貞
光

甲
斐

監

一

回
０
番
サ
ー
ビ
ス

高
森
局
②
０
０
０
０
番
を
ダ
イ
ヤ
ル

さ
れ
ま
す
と
高
森
町
、
自
水
村
、
久
木

野
村
、
長
陽
村
の
毎
月
の
行
事
や
日
程

な
ど
を
お
聞
き
に
な
れ
ま
す
。
料
金
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

回
間
違
い
電
話
な
く
そ
う

電
話
を
お
か
け
に
な
る
場
合
は
電
話

番
号
を
よ
く
調
べ
て
か
ら
お
か
け
く
だ

さ
い
。
ま
た
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
わ
さ
れ
る

と
き
は
指
止
め
ま
で
き
ち
ん
と
回
わ
し

ま
せ
ん
と
正
確
に
か
か
り
ま
せ
ん
。

確
実
で
一
番
よ
い
方
法
は
書
抜
帳
な

ど
を
見
な
が
ら
正
確
に
ダ
イ
ヤ
ル
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
書
抜
帳
を
ご
希
望
の
方

は
、
局
の
方
で
無
料
で
差
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。
　
　
∧
高
森
電
報
電
話
局
∨

永 下 菅 芹 草
野
原 切 山 口 部

矢
津
田
　
　
　
　
伊
藤
　
公
博

（５０
）

中
　
　
　
　
　
　
二
子
石
ニ
ツ
子
（５３
）

（６５
）

（６３
）

（５４
）

（
６１
）

（
６４
）

（
５５
）

（
４９
）

（
６７
）

（５３
）

（４６
）

（６５
）

（５１
）

（
６４
）

（５４
）

ご

存

知

で
す

か

一
Ｓ
●
●

【
家
庭
で
の

奉
仕
】
　

各
自

が
家
庭
に
お
け
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佐  松 後 後
イ自 岡 藤 藤

政 中 道 為 シ 洗
子

原
明 敏 ズ

川
夫 ∨ 父 妻 夫 ∨

3日 ～15日
色
見
地
区

楢
木
野
幸
男
　
母

楢
木
野
シ
カ
ジ
ュ
夫

∧
前
　
原
∨

後
藤
　
　
寛
　
父

∧
小
倉
原
∨

勝
木
タ
ツ
エ
　
夫

∧
山
　
鳥
∨

岩
下
ソ
ヨ
子
　
夫

岩
下

マ
シ
エ
　
夫

岩
下
　
昭
廣
　
母

工
藤
　
由
雄
　
妻

へ
中
　
園
∨

宇
藤
　
一
義

安
方
　
昼
射

∧
西
　
一

住
吉
　
國
男

宇
藤
　
幸
弘

児
玉
　
忠
美

後
藤
　
吉
親

後
藤
ツ
子
ト

松
岡
　
秋
光

佐
伯
今
朝
則

檜
木
野
ケ
サ
子

檜
木
野
重
利

後
藤
　
武
弘

勝
木
　
友
盛

岩
下
　
末
信

岩
下
　
　
英

岩
下
ア
サ
エ

エ
藤
ウ
メ
カ

宇
藤
ス
エ
フ

安
方
ミ
ヨ
子

梓
≡
ロ
ミ
キ
ヨ

宇
藤
　
静
子

児
玉
チ
ト
フ

丁
母 母 母 ∨ 妻 母

母 夫 父 夫 父 母 姉  父 叔 養
母 父

白
石

水
銀
柱
が
摂
氏
三
〇
度
前
後
ま
で
上
が
り
、
い
ま
が
夏
の
真

盛
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
リ
プ
ー
ル

や
カ
ブ
ト
虫
取
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

と
こ
ろ
で
八
月
十
三
日
の
夕
方
か
ら
お
盆
に
は
い
り
ま
す
。

お
盆
と
い
う
の
は
孟
蘭
盆
の
略
で
、
孟
蘭

（う
ら
）
と
い
う
の

は
苦
悩
を
救
う
意
だ
そ
う
で
す
。
お
盆
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
供
え

物
を
盆
に
盛

っ
て
、
仏
や
先
祖
を
供
養
し
ま
す
が
、
本
町
で
今

年
初
盆
を
迎
え
る
ご
家
庭
は
次
の
九
十
戸

（
八
月
二
日
現
在
）

で
す
。
お
参
り
す
る
方
々
の
利
便
を
考
え
て
、
今
年
も
地
域
別

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
お
名
前
は
遺
族
、
続
柄
、
死
亡
者
の

順
で
す
。
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参
り
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接
待
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茶
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け
に
／
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す
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み
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ソ
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来
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―
―
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接
待
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